
町田市のカーブミラー（道路反射鏡）設置方針について 

 

カーブミラーとは？ 

 

○町田市では、市道等において見通しが悪いところにカーブミラーを設置しております。 

 

○カーブミラーは、車のための安全確認の補助施設であり、その鏡面に映るものには必ず死角が生じる

等の危険性があります。したがって、車にとって目視困難な箇所であっても、子どものとびだしが懸念さ

れる通学路や、反射機能が低下していてとっさの危険回避行動を取ることが難しい高齢者が多くいる老

人施設付近の道路等につきましては、歩行者の安全を優先し設置を行わないこともあります。 

 

○また、最近、カーブミラーのある交差点では、カーブミラーへの過信から、鏡面の写像を見るのみで目

視での安全確認を怠り、一時不停止のまま交差点に進入することなどが原因の事故が多発しており、逆

にカーブミラーが事故を誘発するケースが増えているとのことです。 
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○このようにカーブミラーの新設につきましては、設置箇所付近の住民への影響が大きいため、個人か

らの要望ではなく、地元の町内会自治会にて意見を集約していただき、町内会自治会を通じて別紙の要

望書を提出していただいてからの受付となります。大変恐れ入りますが、まずは町内会・自治会にご相談

いただき、地域でも要望が多いかご確認していただいた後に、町内会・自治会を通じて別紙要望書の提出

をお願いいたします。 

 

～要望手続きの流れ～ 

 

自治会・町内会 

個人 

個人 
個人 

市・道路管理課 

自治会・町内会 

市・道路管理課 

←①要望・相談 

←②集約・検討 

←③要望書の提出 

←④現場調査・可否を決定 

 

 
←⑤回答 

 

 
←⑥回覧等で結果を周知 

 

 
←⑦周知完了報告書を提出 

 

 
←⑧工事を手配 

 

 


